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1. まず、コシノ様自身のこと、キャリア、そして国際的な経験について教えていただけますか？ 

コシノ氏: キャリアとなると、高田賢三さんご存知ですか。賢三さんは亡くなりましたけれども、学生時代の同級生で、本当に付き合いが長いです。一緒にお勉強してきて。装苑賞という賞があるんです。それを私が先に取って、その次の年に賢三さんが取って。本当にいいお友達で、お互いに競争してるけれど、すごく仲良かったです。そういう若い時の環境がすごく良かったと思います。やっぱり持つべきものは友達だと思うんですね。友達っていうのはやっぱり一人じゃなくて二人、二人から三人と一つの形になるから。一つの時代を作ります。私とか賢三さんとか一生さんとかって同じ時代なんですけれども。その時代に出たことによって日本のファッションデザイナーの位置っていうものが決まったと思うんです。それまでは森英恵先生とかもっと先輩ですけど、一つのその時代もあったんですけど、その次の時代に私たち。

ホフメア: キャリアを通じて国際的な経験もありましたか? 

コシノ氏: 私はパリのアベニューモンテーニュという所にブティックを出しました。10番地アベニューモンテーニュ、ちょうどプラザアテネの真向かいです。そこにブティックがあって、1978年から22年間パリコレクションをやったんです。パリでショーをやるって事は、やはりブティックがあって成立するっていう事もあるので。10年間ですけどパリのアベニューモンテーニュにブティックを持ちました。あとパリ以外にニューヨークですね。ニューヨークのパークアベニューにブティックを出して、あのメトロポリタンミュージアムでファッションショーをしたりしたので、その意味でブティックってすごく重要だと思います。

その間にいろんな、例えば、ベトナムでショーをやったり、上海でやったり、北京でやったり、キューバでやったり、ポーランドでやったり。キューバなんていうのはファッションショーは本当に私が最初です。ベトナムもそうです。中国の場合は、ファッションショーという言葉もなかったです。キューバはファッションショーというよりダンサーと一緒にショーをやりましたけども、本当にあの誰でもダンサーという音楽とダンスがあれば生きていかれるぐらいにすごく楽しい街なんですけど、ただ足りないのは、ファッションがない。私のショーを持っていくことによって、本当に生き生きとしたショーを2ヶ所でやりました。トロピカーナという有名なナイトクラブです。あともう一つ、サロンロサードって街の野外劇場です。

あと北京だと北京飯店。一番大きなホテルの劇場ですね。そこからフランス以外の国でのショーが始まります。それが1985年です。あとはパリコレクション。1978年から22年間パリコレクションをやったんです。パリでショーをやるという事と、パリでブティックを持つことは、プロとして一番保証みたいなものです。だからメトロポリタンでもショーが出来たし。そういう意味で世界に通用するっていうのはパリコレクションはすごく大きいと思います。


2. 大まかに言うと、ファッションデサインのキャリアの中で、国際的又は異文化的な環境でお仕事をされたことはどのくらいの頻度でありましたか？

コシノ氏: パリコレクションは22年やりましたから、その間にいろいろな国に行って、ベトナムとかキューバとかニューヨークとか上海とか北京とかいろんなところに行って、やっぱり東京だけじゃなくて、パリっていうのはすごく重要なポジションですね。パリにブティックがあったから、ニューヨークにもパークアベニューにブティックを出して、その10年間がありました。


3. キャリアを通じて、日本や海外のファッション業界やミュージカル業界などの関係者 と緊密にお仕事をされてきました。チームダイナミクスにおける共通点と相違点について教えていただけますか？

コシノ氏: 宮本亞門さんという演出家がいるんですね。その人と一緒にブロードウェイをやりました。パシフィックオーバーチュアという太平洋序曲っていうテーマで、1カ月ブロードウェイミュージカルの衣装をやりました。その内容は江戸時代から現代までの衣装ですから、ものすごい数です。移り変わりがすごいですよ。江戸、江戸から明治、大正、昭和。ものすごい、変わるから。衣装が変わっていく、イコール時代が変わる。最初は紋付、袴じゃなくて、江戸時代だからちょんまげで侍さんの格好から。明治維新になってペリーが船で来て。アメリカ、フランス、次から次へと神奈川に船が入って。そこからどんどん影響されて、衣装がどんどん変わって、現在に至るわけですよね。だから衣装で見せないとダメなんですよ。もうすごい数で100点以上ですね。

4. ファッションデザイナー として、国際的又は異文化的なチームで効果的なコミュニケーションを行うために、どのような戦略を用いてこられましたか？

コシノ氏: まずブティックがあって、ファッションショーがあって、この2つが一番。ファッションショーだと一回で終わりですけども、ブティックは10年間あるわけですから。

ホフメア: 効果的なコミュニケーションのために何か戦略がありますか。そのブティックの店で等ファッションショーのモデルと等。

コシノ氏: モデルはもう何100人からオーディションで選びます。春と夏、秋と冬で2回やるので、春夏と秋冬のモデルのタイプが違うんです。夏はちょっと健康的な浅黒い、ちょっと南米系の人がモテるんです。冬は北欧系。もうモデルの数は凄い。オーディションするだけで1週間くらいかかっちゃう。もうどんどんどんどん来ちゃうから。パリコレクションの真っ最中はね、モデルもすごい重労働ですよ。オーディションあちこち行かなきゃいけないでしょ。みんなオートバイかなんか乗って。それでヘルメットかぶって。それで行ったら、どんどんどんどん脱いで、靴も履き替えて、それでオーディションに出る。モデルもすごい重労働だと思う。

ホフメア: モデルは世界中から来たんですか？

コシノ氏: その時期にパリに集まるんです。オーディションばっかりです。ものすごい数来ます。300人ぐらい来るかな。でも、見ただけでダメな人もいれば、道で歩いてて、「あ、この人いい」っていう時もあれば、もういろいろですけど、とにかくまんべんなく。せっかくここまで来る。冬の寒いのにね、みんな来るわけですよ。パッと見てダメでも一応私はオーディションするんです。そうしないと、だいたいここまで一生懸命来て、かわいそう、絶対ダメと思う。一応歩いてもらって、平等にオーディションします。ニューヨークは、ちょっとパリとは違って。ニューヨークはすごく面白い。ローラースケートでシューっと入ってきて。面白いからそのままショーに出てって言って、出てもらった。

ニューヨークやパリはやっぱりすごい集まるわ。ニューヨークはニューヨークにいる人。世界から来ないです。パリコレクションは一番有名。私だけじゃなくて、いろんな人のところにもオーディションに行くから。ミラノやって、パリですね。で、その次にニューヨークなんだけど、ニューヨークはアメリカに住んでいる人しか来ない。わざわざパリからは行かない。パリは世界中から来るんです。スペインとか、それこそポルトガルとか、いろいろな人が来ます。言葉がもういろいろな言葉。

ホフメア: ブティックでのコミュニケーションですけれども、ブティックの店員はフランス人か日本人ですか。世界からの店員ですか？

コシノ氏: ブティックの店員は現地の人を従業員として雇わないといけないという規定があって、3人いました。日本人の経営でもフランス人を何人か入れなきゃいけないんです。日本人だけだとダメなんです。許可が下りない。基本的にフランスはフランス人。だからニューヨークだとニューヨーカー。もしくは日本人だったらワーキングビザを持っている人。


5. 国際的又は異文化的な環境において、コミュニケーションが非常にうまくいった実例があれば教えていただけますか？

コシノ氏: ファッションっていうのは国籍がないです。どこの国であろうと感性、美だから特別その国のそれぞれの特徴とかそういうのはなくて。人ですね。


6. 国内外の多様なチーム協力し、指導する上で、何か困難に直面したことはありますか？

コシノ氏: やっぱり流通ね。モノの流通っていうのが、ちょっとショーをやるだけだったらいいんだけど、ブティックの場合、販売だから、その辺がちょっとまた別の意味ではその税金対策もあるし。ちゃんと日本から輸出という形で。ファッションショーは日本から持って行って、また戻ればいいから、カルネで行ったり来たりするだけで別に輸出ではない。だから絶対売っちゃいけないんです。持って行ったものをそのまま持って帰ってこなきゃいけない。1点でも売ってはいけないんです。


7. 将来、異文化の中で生活し、働くことを考えている学生にとって、どのような能力が必要だと思いますか？

コシノ氏: 日本に来たら日本語ですよね。フランスに行くとフランスは外国人がいて、やっぱり郷に入っては郷に従えで日本の場合はビザのことをあんまり言わないけどアメリカはすごく厳しいです。もしビザがなくて働いていると経営者の方が訴えられるから。パリもそうなんです。例えば日本人が働いても、私の親戚の人とかお友達とか言ってもダメなの。すごいそこは厳しい。アルバイトでもダメなの。基本的に向こうに行くとちょっと大変かもしれない。だからそういうプロの人と組んでやらないと。


8. 経験を通して得た、日本の学生が将来ファッションとデザインの分野で活躍するための役立つ戦略があれば教えていただけますか？

写真やその他の資料を熟読しながら。

コシノ氏: ものづくりをするグループとデザインというのは違います。だから私の場合、デザインですね。デザインだけど、それをどうやって表現するかという絵を描くだけではモノができていかないです。まず絵を描いて、洋服になってるときはいいんだけど、その過程の絵を描く人って少ないです。どうやってみんな表現してるのかしら。私の場合、もともと画家を目指してたから。今、絵の展覧会を軽井沢でやっているんです。そこでデザイン画を一部出していまして。

ブティックを作ったのは日本で私が最初です。ブティックという名前をつけたのは私。それぐらい長くやっているってことです。でも最初はみんなブティックの中でショーをやり、それがだんだん大きい所でやるように。

これは「原点から現点」ということで、大分県立美術館、あべのハルカス美術館、新潟県立万代島美術館で展覧会やりました。70年代～80年代の頃は資生堂のポスターとか、そういう媒体の衣装もやってました。こういうのはやっぱり残ります。高校生の頃はファッションを目指せなくて、画家になるつもりだった。それで美大を目指してたから。私の家はファッションデザイン。母がファッション。そういう環境だから、結局同じ道に進んだんだけど、文化服装学院入って、賢三と同級生で、というひとつの日本のファッション。ファッションデザイナーのストーリーの最初ですね。私のもっと先輩というか先生は森英恵先生ですね。装苑賞といって、装苑という雑誌のコンテストがあってそれで私が1位を取った。

1970年大阪万博で3つのパビリオンのコンパニオンのユニフォームを手掛けて、2025年大阪・関西万博もまたやってます。今回の万博、私のコンセプトは丸と四角。これは宇宙です。宇宙は自然のものだから。お水に石を投げると、この形が自然なんですね。本当に丸です。丸は宇宙です。人間が考えるのは物差しの世界で、数字の世界で四角という事で丸と四角の対極というコンセプトですね。1日でいうと昼と夜で、色でいうと白と黒、赤と黒っていう対極ですね。

これは初めて北京でショーをやった1985年。中国最大のショーだった。これは10mの服です。だから二人1組なんですよ。


9. これまでご質問でまだお伺いしていない国際的および異文化的な経験に関するご経験について 、共有いただけることがありますか。

コシノ氏: ファッションというのは、洋服のことだけではなくて、一つの時代を作る。まず人ですから。その生活ですよね。だから、その洋服を着て、その人たちはどんな生活をするかという、例えば音楽であったり建築であったり、いろんなものが影響してくるので、トータルに関連しなくてはいけないと思うんですよね。人間生きてるってことは衣食住、まず衣がきて、食、食べる。だから食べる事もやっぱりただお腹いっぱいにすることだけではなくて、美しく食べる。美味しいという字は美しい味って書くでしょ。だから目で食べる。日本の美、日本の美しさってただお腹いっぱいになればいいんじゃなくて。やっぱり器とかいろんなトータルで美しく食べるという事が本当に美味しいというので。

日本の漢字は素敵ですよね。日本の漢字ってほんと見るだけで分かりやすい。例えば明日という字あるでしょ。明るい日でしょ。前向きで楽しいじゃないですか。暗い日って書いてないの。だから明日は希望ですよね。見えないから希望は明るいじゃないですか。だから明日は明るいと信じて明日が来る。

私は1970年の大阪万博で3つのパビリオンのユニフォームを手掛けて、今回も大阪ヘルスケアパビリオン内のタカラベルモントのユニフォームをやっています。それとボランティアのユニフォーム。3万人全部私が監修したユニフォームです。

ホフメア: 今は日本語、日本文化がとても人気になりましたですね。

コシノ氏:日本は島国で、どことも関係なくポンと極東だから、他の文化も入ってない。そういう意味で一番神秘的というか、憧れる。まったく極端ですよね、フランスと日本って。だから親しい、興味がある。フランスだったら、イタリアとかスイスとかつながっているところにそんな興味無いでしょ。やっぱり自分の国が一番だと思うから。
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